
２諸手当 改定

（１）扶養手当（平成９年４月１日に遡って適用）
扶養親族でない配偶者を有する場合の１人目の扶養親族
５，５００円→６，５００円

満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末までの子
１人につき３，０００円の加算→４，０００円の加算

１ 給 与 改定

（１）給料表の改定（平成９年４月１日に遡って適用）
（２）給料の調整額の改定（平成９年４月１日に遡って適用）

(2)

９教職第４
平成１０年

’
一
窪
一

各市町村（学校組合）教育長 様

高知県教育

公立学校職員の給与に関する条例及び人事委員会規則
の一部改正について（通知）

このことについて、別紙のとおり改正され、その概要は下記のとおりです．
なお、この条例及び規則は平成９年１２月２４日付け高知県公報第８０１８号

に登戦されています．

ついては、管内の小学校及び中学校への周知をお願いします．

《m聯、 肥

交通用具使用者（瞳伶９画１

期末・勤勉手当（平成９年４月１日に遡っ
年間支給割合５．２月 →５．２５月
３月期の期末手当０．５月→０．５５月

て適用）

(3) 通勤手当（平成９年４月１日に遡って適用）

御

宿日直手当（平成１０年１月１日適用）
通 ･常の宿日直 ３，６００円→３，８００円
寄宿舎における宿日直勤務５，３００円→５，５００円
農業実習指導のための日直勤務５，３００円→５，５００円
施設での動植物の管理のための宿日直勤務４，５００円→４，７００円

の 他の事項

臨時職員の貿金（平成９年１２月１日から適用）
事務補助等６，８７０円→６，９４０円
栄養士７，４６０円→７，５４０円

３

(4)

①
②
③
④
そ
．
．

距離区分 現行 引上額 改定
４５１ｍ以上５０１皿緬 2６．７００ ５００ ２７．２００

５０～５５ 2８．８００ ８００ ２９．６００
５５～６０ 3０．８００ 1．２００ ３２．０００

６ ０～６５ 3０．８００ ３．６００ ３４．４００
６５～ 3０．８００ ６．０００ ３６．８００



第
二
十
条
第
一
項
中
「
三
一
エ
ハ
百
円
」
を
「
三
千
八
百
円
」
に
、
「
五
千
三
百
円
」
を
「
五
千
五
百

円
」
に
、
「
五
千
四
百
円
」
を
「
五
千
七
百
円
」
に
、
「
七
千
九
百
五
十
円
」
を
「
八
千
二
百
五
十
円
」

脅富
け

第
十
四
条
第
三
項
中
「
職
員
で
」
の
下
に
「
扶
養
親
族
た
る
」
を
加
え
、
「
戦
員
が
配
偶
者
の
厳
い

較
員
と
な
っ
た
」
を
「
感
員
に
つ
い
て
当
該
駿
員
の
配
偶
者
が
扶
養
親
族
と
し
て
の
要
件
を
欠
く
に
至

っ
た
場
合
又
は
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
実
が
生
じ
た
」
に
改
め
る
。

第
．
エ
ハ
条
の
こ
の
前
の
見
出
し
を
「
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
」
に
改
め
る
。

第
．
エ
ハ
条
の
三
第
一
項
中
「
以
下
」
を
「
次
項
に
お
い
て
」
に
、
「
百
分
の
四
」
を
「
百
分
の
六
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
新
た
に
」
を
「
国
家
公
務
員
等
で
あ
っ
た
者
か
ら
引
き
続
き
給
料
哀
の
通

用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
て
特
地
県
立
学
校
又
は
準
特
地
県
立
学
校
に
在
勤
す
る
こ
と
と
芯
っ
た
こ
と

に
伴
っ
て
住
居
を
移
転
し
た
職
員
（
任
用
の
事
情
等
を
考
慮
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
蔵
員
に

限
る
。
）
、
新
た
に
」
に
、
「
職
員
の
う
ち
、
」
を
「
職
員
で
そ
の
特
地
県
立
学
校
又
は
準
特
地
県
立
学
校

に
該
当
す
る
こ
と
と
虹
つ
た
日
前
三
年
以
内
に
当
該
県
立
学
校
に
異
動
し
、
当
該
異
動
に
伴
っ
て
住
居

を
移
転
し
た
も
の
そ
の
他
」
に
改
め
、
「
も
の
」
の
下
に
「
と
し
て
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
職
員
」

を
加
え
る
。

今

公
立
学
校
裳
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
九
年
十
二
月
二
十
四
日

高
知
県
知
事
橋
本
大
二
郎

高
知
県
条
例
第
四
十
九
号
韮
．

公
立
学
校
麓
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

公
立
学
校
戟
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
高
知
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次

壷
⑨
。

第
十
三
条
第
三
項
中
「
麗
偶
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
」
を
「
扶
養
親
族
で
な
い
配
偶
者
が
あ

る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
う
ち
一
人
に
つ
い
て
は
六
千
五
百
円
、
騒
員
に
配
偶
者
が
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
」
に
、
「
、
一
人
」
を
「
一
人
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
三
千
円
」
を
「
四
千
円
」
に
改
め

に
改
め
る
。

の
よ
う
に
菖
止
す
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
第
二
号
中
「
三
万
八
百
円
」
を
「
三
万
六
千
八
百
円
」
に
改
め
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中
「
百
分
の
五
十
」
を
「
百
分
の
五
十
五
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
及
び
別
表
第
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



６

別表第１（第５条関係）

小学校・ 中 学 校 等 教 育 瞳 給 料 蜜

備考１この衷は、４嘩校、中学校及び養膜学校に勤務する教育職員に適用する。

２この表の適用を受ける職員のうち、その戦務の級が３級である徴員で人事委員会規則で定めるものの給料

月額は、この表の額に8.000円をそれぞれ加算した額とする。

僻

<願､，

｡

迦
罪

１級

給 料 月 額

２級

給料月額

３級

給料月額．

４級

給料月額

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
肥
咽
辿
焔
施
灯
肥
胴
”
創
浬
銅
泌
濁
配
幻
溺
”
釦
劉
詑
調
製
弱
弱

”
鋤
皿
皿
迦
鋤
皿
畑
鋤
畑
血
鋤
瓢
恥
伽
伽
伽
血
卿
皿
郵
郵
卿
鋤
伽
釧
蜘
如

０
０
０
０
■
０
９
０
０
■
０
０
０
８
８
０
０
０
心
、
０
６
８
０
０
０
０
９

噸
唖
噸
、
皿
蜘
獅
郡
加
諏
理
郵
麹
郡
麹
却
獅
稲
鋤
麹
麺
麹
麺
麺
恋
姻
如
那

円

315,900.

3170900
319,900
321.900

”
師
師
叩
姻
皿
迦
血
”

０
●
０
０
０
０
０
８
０

噸
噸
唖
蝿
如
諏
班
麹
却

・245,900

”
畑
鋤
噸
”
”
知
知
姻
姻
姻
鋤
卿
狐
岬
咽
即
皿
”
、
即
如
如
姻
姻

０
。
、
、
Ｄ
Ｂ
０
０
９
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｂ
０
６
０
０
８
０
８
６
０

諏
加
却
銃
如
廻
知
諏
獅
諏
姉
郷
趣
郷
“
“
姻
趣
郷
蝿
細
擁
”
郷
郷

円 円

、
瓢
如
、
郵
蜘
細
皿
畑
醜
卿
如
珊
瑚
姻
鋤
畑
卿
蜘
如
却
却
”
伽
姻
皿

■
０
０
Ｄ
０
０
０
０
０
０
，
０
０
、
０
０
０
０
０
Ｏ
Ｂ
■
ロ
０
０
Ｏ

認
”
弧
那
惣
麺
類
麺
鋼
翠
鋤
仰
佃
畑
蝿
唖
細
伽
極
細
蛾
、
姉
噸
哩
唾

諏
麺
姻
血
即
咽
迦
皿
姻
畑
、
鋤
如
知
知

０
０
０
０
０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
０

“
“
“
揮
細
極
細
価
姉
蝿
細
獅
弧
鋤
池

円



《

別表第２（節５条関係）

高等学校等教育瞳給料表

備考１この表は、高等学校、ろう学校、盲学校及び養穫学校に勤務する教育議員に適用する。

２この表の適用を受ける敬員のうち、その載務の級が３級である職員で人率委員会規則で定めるものの給料

月額は、この表の額に8,200円をそれぞれ加算した額とする。

岬

碑

０

哩
誕

１ 級

給料月額

２級

給料月額

３級

給料月額

４級

給料月額

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
肥
鱒
拠
焔
お
灯
旭
岨
釦
創
麺
調
別
弱
妬
訂
調
”
釦
釧
犯
調
劉
弱
調
師
詔
調
㈹

獅
弛
噸
皿
蜘
姻
卿
姻
知
剛
咽
如
Ⅷ
伽
、
卿
師
知
知
畑
仰
鋤
卿
鋤
知
獅
姻
姻
如
加
咽
鋤
知
加
畑
鋤
姻
卿
畑

９
０
０
９
０
０
０
０
０
０
６
０
９
０
０
０
Ｄ
Ｂ
０
０
０
０
０
０
０
０
●
９
０
０
Ｐ
０
０
０
０
０
０
０
０

噸
唖
噸
、
蜘
柳
獅
諏
加
諏
恋
翻
如
如
獅
燕
”
却
却
翻
如
姉
班
畑
惣
郵
錨
郵
報
却
狸
獅
獅
麺
銅
麺
姉
細
知

円 円

知
”
鋤
如
、
姻
軸
蜘
伽
剛
軸
伽
鋤
鋤
即
剛
、
如
伽
剛
血
伽
血
伽
師
畑
伽
伽
瓢
如
加
畑

０
０
０
０
０
０
０
９
０
０
０
，
０
０
０
６
９
９
０
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９
０
０

噸
如
諏
班
麺
翻
班
獅
加
麺
恋
叩
秘
諏
獅
獅
知
銅
燕
錨
姻
“
畑
職
細
噸
蛎
靭
続
掴
蝿
獅

、
知
叩
姻
鋤
”
知
鋤
、
”
噸
蜘
”
、
姻
畑
如
畑
皿
弛
知
弛
、

、
０
０
９
０
０
０
０
？
、
、
０
９
６
９
０
９
０
０
０
０
０
０

班
廼
報
麺
類
銅
翠
郷
姻
畑
錘
知
如
蝿
獅
姉
姻
唖
細
細
諏
瑚
躯

円

4130500＆．

伽
鋤
知
獅
師
鋤
伽
酬
諏
卿
細
、
弧
伽

０
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
９

飼
調
偲
認
礎
泥
創
”
伽
加
加
豹
弱
似

４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５

､円



葛
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別表第１（第4条関係

行政職給料表

備考この麦は、他の給料表の適用を受けないすべての磯員に適用する。ただし、第25条に規定する駿員を除く。

零

唾
号給

１級

給料月額

２級

給料月額

３級

給料月額

４級

給料月額

５級

給料月額

６級

給料月額

７ 級

給料月額

８級

給料月額

９級

給料月額

１０級

給料月額

１１級

給料月額

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
鰹
脚
哩
焔
焔
灯
旧
鯛
釦
瓢
泥
鯛
塑
濁
妬
幻
泌
調
鋤
訓
詑

屑

鋤
刈
鋤
弧
姻
如
剛
姻
叩
皿
畑
姻
剛
畑
如

露
側
妬
釦
弱
駆
鎚
澗
河
帥
腿
礎
師
翻
馴

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

円
一

皿
虹
皿
抑

澗
禰
師
兜

１
１
１
１

血
鋤
鋤
姻
畑

Ｂ
９
０
０
０

“
狐
麺
畑
”

如
畑
卿
細
鋤
剛
畑
剛
姻

８
０
０
，
０
０
０
０
■

麹
琢
郵
郵
翫
測
蜘
班
郡

円

皿
皿
畑
弧
狐
狐
Ⅷ
剛
如
畑
血
那
知
畑
畑
剛
知
釧
畑
伽
剛
卿
卿
加
伽
知
知
畑
剛
抑
畑
Ⅷ

０
６
０
０
０
０
０
，
０
０
Ｏ
ｐ
０
０
Ｐ
Ｏ
、
、
、
白
０
０
９
０
、
、
０
０
〃
０
０
８

画
皿
池
畑
加
惣
麺
却
獅
醜
顔
謝
加
妬
却
恋
認
郷
獅
柳
麺
麺
錨
細
、
池
池
証
麺
麺
麹
廼

屑

奴
奴
鋤
狐
弧
剛
鋤
皿
如
知
皿
邪
獅
知
畑
知
卸
伽
鋤
鋤
噸
鋤
卿
知
蜘
鋤
ｍ
ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
９
Ｄ
Ｐ
０
０
０
０
Ｄ
Ｏ
０
０
９
９
Ｄ
、
０
０
０
０
ｐ
Ｏ
、
、
０

画
麹
躯
”
翫
獅
祁
麹
獅
翻
班
躯
迩
遡
麹
却
淵
郷
郵
姻
獅
細
畑
池
錨
畑
釧
測

Ｆ

弧
姻
諏
諏
鰍
畑
畑
皿
畑
狐

０
０
９
８
０
９
０
８
６
６

懇
鯉
獅
銃
妬
姻
狸
弛
麹
畑

知
刈
蜘
如
鋤

６
Ｆ
Ｄ
、
、

恋
郷
郷
弛
錨

如
剛
知
畑
血

０
０
０
６
０

知
細
細
、
銃

如
伽
知
知
、
知

り
０
０
０
８
●

師
知
噸
翠
翠
鋤

P

醐
狐
似
剛
鍬

、
０
０
Ｏ
ｐ

獅
翻
畑
”
額

弧
剛
似
Ⅷ
麺
皿
剛
叩
皿
剛

０
９
０
９
●
０
０
０
０
０

班
姉
廼
麺
錨
甥
鋼
”
理
知

鋤
即
剛
鋤
狐

弱
皿
砺
的
圃

３
４
４
４
４

”
“
鋤
”

拓
釦
別
訂

４
４
４
４

Ｐ

醐
狐
瓢
醐
畑
醐
鰍
醐
剛
皿
鋤
師
姻
即
皿
仙
如
姻
、
咽
”
”

０
０
０
０
Ｄ
Ｏ
０
０
、
，
０
０
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
０
６
●
０
０
０

ｍ
麺
麺
細
細
趣
細
細
頚
麺
獅
銃
獅
皿
姻
秘
畑
蝿
惣
側
蝿
細

P

諏
畑
皿
副
狐
弧
Ⅷ
畑
鋤
如
姻
畑
鋤
剛
血
柳
鋤
即
如
邸
剛

０
，
０
０
９
０
ｂ
、
Ｏ
Ｂ
０
９
０
０
０
０
、
０
０
０
Ｄ

弧
狐
狸
錘
銅
麺
細
細
翠
麹
”
嘘
姻
蜘
知
蝿
鞭
郷
緬
噸
細

Ｐ

側
測
副
剛
釧
狐
弧
弧
醐
奴
噸
皿
姻
姻
鋤
皿
畑
姻

０
，
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
、
Ｏ
Ｇ
ｇ
ｏ
Ｄ
Ｏ
６
，
Ｏ
Ｏ

獅
却
麺
飛
燕
獅
姻
麹
極
挫
癌
姉
細
郷
卿
狸
唖
副

Ｐ

鍬
皿
畑
鍬
町
奴
即
鋤
狐
剛
畑
蜘
畑
蜘
知

０
０
０
０
８
０
０
０
０
８
、
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

姉
麺
畑
幽
卿
蝿
細
蝿
妬
蛾
獅
顕
躯
鋤
廼

Ｐ

皿
醐
訓
鍬
皿

、
６
０
０
８

錨
蜘
癌
伽
蛎

畑
弧
皿
麺
皿

０
分
０
０
、

“
弛
廼
顕
翠

池
畑
如
鋤
知

り
Ｄ
Ｐ
９
９

頭
諏
趣
鋤
顕
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備考この表は、病院､保健所、家畜保健衛生所等に動筋する薬剤師、獣医師、栄養士その他の唆員で人事委員会規

則で定めるものに適用する。

ﾀ

哩
馳

１段

給料月額

２級

給料月額

３級

給料月額

４級

給料月額

５級

給料月額

６綴

給料月額

７級

給料月額

１
２
３
４
５
６
７
８
９
畑
皿
吃
圃
Ｍ
焔
焔
Ⅳ
肥
均
加
別
泌
麓
狐
溺
溺
訂
泌
湧
釦

円

”
抑
鋤
皿
”
“
抑
”
抑
幽
郵
瓢
血
麺
皿
”
皿
抑
“
抑
郷
如

蜘
噸
函
蜘
面
蛎
血
腫
“
“
姻
醜
畑
加
麹
漉
郵
醗
翫
如
醜
躯

卿
知
、
畑
鋤
姻
即
知
如
姻
加
如
姻
畑
姻
姻
剛
畑
即
畑
伽
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
畑
鋤

０
０
０
Ｐ
、
０
８
０
ｐ
、
０
０
０
０
６
０
０
９
０
０
０
０
０
０
０
０
０

，
噸
唖
“
班
加
狐
遜
麺
恕
郡
麺
獅
麺
加
恥
刻
醗
瓢
瓢
班
郵
鋤
細
班
如
細

円 円

、
瓢
”
叩
、
”
噸
姻
畑
姻
、
、
加
、
畑
畑
即
叩
細
如
知
如
、
畑
如
剛
皿
、

、
０
０
８
０
０
，
９
０
６
０
。
０
ｐ
ｇ
９
８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

麺
躯
麹
却
却
即
翫
醜
醜
趣
麺
麹
恋
池
迩
廼
燕
迦
郡
郵
趣
獅
知
知
識
麺
鍛
鈍

知
酬

４
６

訂
訂

円

噸
伽
叩
即
如

０
０
０
６
●

麺
如
麹
翫
翫

皿
鋤
如
知
如

０
０
０
０
０

剛
麹
醜
如
迦

噸
知
鋤
姻
蜘
噸
如
即
如
姻
”
”
姻
姻
叩
”
”

９
９
０
０
０
０
日
，
Ｄ
０
０
０
、
０
０
０
０

畑
惣
郵
麺
卸
諏
”
緬
如
妬
畑
到
郵
麺
卿
趣
獅

畑
血
姻
、
恥
畑
畑
剛
鋤
伽
如
、
噸
、
剛
噸
柳
、
、
邸
畑
姻
噸

り
Ｄ
Ｂ
６
０
０
６
０
口
９
０
６
０
●
０
ｐ
、
０
０
■
０
Ｄ
Ｃ

却
加
麺
麺
如
麺
惣
麺
諏
燕
燕
錨
狸
狸
細
姻
畑
娠
姻
惣
唖
細
唖

円

畑
、
如
知
、
剛
細
如
血
、
噸
如
姻
如
如
噸
剛
蜘
如
剛

０
０
０
０
０
０
６
０
０
０
０
０
０
９
０
０
０
０
０
０

池
惣
趣
郡
錘
狸
鈍
錘
趣
唖
銀
蝿
細
蛎
細
報
佃
揮
“
掴

円 円

、
蜘
恥
畑
如
迦
知
畑
姻
姻

０
０
０
８
Ｏ
ｐ
０
■
６
０

麺
類
麺
翠
錨
如
畑
知
麹
狸

”
姻
姻
鋤
遡

り
ｇ
ｏ
、
Ｏ

蝉
細
郷
獅
蝿

498,800
5030100



（
切
替
日
前
の
異
動
者
の
号
給
等
の
関
整
）

５
切
替
日
前
に
職
務
の
級
を
異
に
し
て
異
動
し
た
職
員
及
び
人
事
委
員
会
の
定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る

唆
員
の
切
替
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て

は
、
そ
の
者
が
切
替
日
に
お
い
て
職
務
の
級
を
異
に
す
る
異
動
等
を
し
た
も
の
と
し
た
場
合
と
の
横

衡
上
必
要
と
鰹
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
調
整

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
施
行
日
か
ら
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
異
動
者
の
号
給
等
の
鯛
整
）

６
施
行
日
か
ら
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
り
、

新
た
に
給
料
愛
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
喰
員
及
び
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
又
は
そ
の
受
け

る
号
給
若
し
く
は
給
料
月
額
に
異
動
の
あ
っ
た
職
員
の
当
該
適
用
又
は
異
動
の
日
に
お
け
る
号
給
又

は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
適
用
又
は
異
動
に
つ
い

て
、
ま
ず
改
正
前
の
条
例
の
規
定
が
適
用
さ
れ
、
次
い
で
当
該
適
用
又
は
異
動
の
日
か
ら
改
正
後
の

条
例
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
し
た
場
合
と
の
権
衡
上
必
要
と
淫
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、

人
事
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

管富

（
施
行
期
日
等
）

１
こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
条
第
一
項
の
改
正
規
定
は
平
成
十

年
一
月
一
日
か
ら
、
第
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
は
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

２
こ
の
条
例
（
第
十
三
条
第
三
項
の
改
正
規
定
（
「
、
一
人
」
を
「
一
人
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
、

第
‘
エ
ハ
条
の
こ
の
前
の
見
出
し
の
改
正
規
定
及
び
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
く
。

附
則
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
公
立
学
校
磯
貝
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
以
下

「
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
最
高
号
給
等
の
切
替
え
等
）

３
平
成
九
年
四
月
一
日
（
以
下
「
切
替
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お
い
て
駿
務
の
級
の
最
高
の
号

給
又
は
最
高
の
号
給
を
超
え
る
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
職
員
の
切
替
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料

月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
期
間
に
通
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
、
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

（
切
替
期
間
に
お
け
る
異
動
者
の
号
給
等
）

４
切
替
日
か
ら
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
附
則
第
六
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日

ま
で
の
間
に
お
い
て
、
こ
の
条
例
に
よ
る
改
正
前
の
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
以
下

「
改
正
前
の
条
例
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
新
た
に
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た

職
員
及
び
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
又
は
そ
の
受
け
る
号
給
若
し
く
は
給
料
月
額
に
異
動
の
あ
っ
た
唆

員
の
う
ち
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
職
員
の
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
当
該
適
用
又
は
異
動
の

日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
期
間
は
、
人
事
委
員
会
の
定

ゲ

７
改
正
後
の
条
例
の
規
定
を
適
用
す
る
塙
合
に
お
い
て
は
、
改
正
前
の
条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
支

給
さ
れ
た
給
与
は
、
改
正
後
の
条
例
の
規
定
に
よ
る
給
与
の
内
払
と
み
な
す
。

（
人
事
委
員
会
規
則
へ
の
委
任
）

８
購
則
第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
腿
露
震
喜
項
は
、

人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
。

す
る
。

ｚ
》
。

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

念
恒
与
の
内
〉
払
）

附
則

●



肴

職
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
九
年
十
二
月
二
十
四
日

高
知
県
人
事
委
員
会
委
員
長
上
谷
定
生

高
知
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
八
号

職
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
職
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
職
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
高
知
県
人
事
季
貫
会
規
則
第
一
一
再
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
八
条
の
二
第
三
項
第
一
号
中
「
三
千
六
百
円
」
を
「
三
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

．
万
七
千
円
」
を
「
一
万
八
千
円
」
に
、
「
一
万
二
百
円
」
を
「
一
万
八
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
六
一
エ
ハ
百
円
」
を
「
六
千
八
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
『
五
千
三
百
円
」
を
「
五

千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
四
千
五
百
円
」
を
「
四
千
七
百
円
」
に
改
め
る
。

第
九
条
第
二
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

富

罫
１

給
料
表

十
一
級

十．

級

九
級

八
級

七
級

六
鰻

五
級

四
級

三

級

二

級

一

級

再
堅
調
の
級

一
五
、
九

８
円

一

三
，

九

８
円

一
三
、
二
○
○
円

二
、

８
円

一
一
、
五
○
○
円

一
一
、
Ｏ
ｏ
Ｏ
円

一
○
、
四

８
円

ら

九
、

九
○
○
円

八
、
六
○
○
円
。
た
だ
し
、
一
号
給
八
、
四
一
五
円

｛
ハ
、

六
８

■

円

五
丸

二

８
円 調
整
基
本
額
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（
戦
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
甑
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
徴
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
九
年
高
知
県
人
事

委
員
会
規
則
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
か
ら
別
表
第
五
ま
で
の
改
正
規
定
中
別
表
第
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

グ

螺 量鱗
四
級

三

級

一

一

級

一

級

四
級

三

級

二

級

一

級

一
四
、
四

８
円

一
三
、
○
○
○
円
（
公
立
学
校
騒
員
の
条
例
別
表
第
二
の
備
考
二
に

定
め
る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
一
三
、
二
○
○
円
）

一
一
、
九
○
○
円
。
た
だ
し
、
二
号
給
八
、
七
二
一
円
、
三
号
給

九
、
○
二
七
円
、
四
号
給
九
、
三
五
一
円
、
五
号
給
九
、
六
八
八

円
、
六
号
絵
一
○
、
○
三
九
円
、
七
号
絵
一
○
、
五
三
九
円
、
八
号

給
一
一
、
○
六
五
円
、
九
号
拾
二
、
六
○
五
円

九
、
五
○
○
円
。
た
だ
し
、
二
号
給
六
、
七
一
八
円
、
三
号
給
七
、

○
一
一
円
、
四
号
給
七
、
三
三
五
円
、
五
号
給
七
、
六
九
九
円
、
六

号
給
八
、
一
一
三
円
、
七
号
給
八
、
五
六
三
円
、
八
号
給
八
、
八
六

五
円
、
九
号
拾
九
、
一
七
一
円
、
＋
号
給
九
、
四
七
二
円

一

四
、

§
円

一
二
、
五
○
○
円
（
公
立
学
校
職
員
の
条
例
別
表
第
一
の
備
考
二
に

定
め
る
鞍
員
に
あ
っ
て
は
、
一
二
、
七
○
○
円
）
。
た
だ
し
、
一
号

給
一
二
、
三
三
四
円
（
同
慶
の
備
考
二
に
定
め
る
職
員
に
あ
っ
て

は
、
一
二
、
六
九
四
円
）

一
一
、
八
○
○
円
○
た
だ
し
、
二
号
給
七
、
四
三
四
円
、
三
号
絵

七
、
八
一
二
円
、
四
号
給
八
、
二
二
六
円
、
五
号
給
八
、
七
二
一

円
、
六
号
給
九
、
○
二
七
円
、
七
号
給
九
、
三
五
一
円
、
八
号
給

九
、
六
八
八
円
、
九
号
給
一
○
、
○
三
九
円
、
十
号
給
一
○
、
五
三

九
円
、
十
一
号
給
二
、
○
六
五
円
、
十
二
号
絵
一
一
、
六
○
五
円

八
、
五
○
○
円
。
た
だ
し
、
二
号
給
六
、
七
一
八
円
、
三
号
給
七
、

○
一
一
円
、
四
号
拾
七
、
三
三
五
円
、
五
号
給
七
、
六
九
九
円
、
六

号
給
八
、
二
三
円
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別表第５（第９条関係）

調整基本額表

１行政職給料喪

職務の級 詞 整基本額

１級 5,200円

２ 級 6.600円

３級 8.600円。ただし、１号給8.415円

４級 9,900円

５ 級 10,400円

６ 級 11,000円

７ 級 11,500円

８ 級 12,100円

９級 13,200円

1０級 13,900円

1１級 15,900円



●

富
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附
創

１
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
駁
員
の
給
与
の
支
給
等
に
関
す

る
規
則
第
八
条
の
二
第
三
項
及
び
第
二
条
の
規
定
は
、
平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
第
一
条
の
規
定
（
前
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
を
除
く
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
唆
員
の

給
与
の
支
給
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

７高等学校等教育職給料表

蟻務の級 調 整基本額

１級 9,500円。ただし、２号絵6‘718円、３号給7.011円、４号給7,335円、５号給7‘699円、６号給

8,113円、７号絵8.563円、８号絵8,865円、９号絵9,171円、10号給9‘472円

２級 11,900円。ただし、２号給8,721円、３号給9,027円、４号絵9,351円、５号給9,688円、６号絵

10.039円、７号給10,539円､８号絵11,065円、９号絵11.605円

３級 13,000円（公立学閥段員の条例別表第２の備考２に定める駿員にあっては、13,200円）

４級 14.400円

段務の級 閏 整基本額

１級 8.500円。ただし、２号給6,718円、３号給7‘011円、４号絵7.335円、５号給7,699円、６号給

8,113円

２ 級 11.800円。ただし、２号給7.434円、３号給7,812円、４号絵8.226円、５号給8,721円、６号給

9,027円、７号給9,351円、８号絵9.688円、９号絵10‘039円、１０号給10,539円、１１号給11,065

円、１２号給11,605円

３ 級 12‘500円（公立鍵吏駿員の条例別表第１の備考２に定める駿員にあっては、12.700円)。た

だし、１号給12.334円（同表の備考２に定める駁員にあっては、12.694円）

４級 14.000円



附
則

言 ０

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
駿
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇

給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
規
定
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
九
年
十
二
月
二
十
四
日

高
知
県
人
事
委
員
会
委
員
長
上
谷
定
生

高
知
県
人
事
委
貝
会
規
則
第
二
十
九
号

職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

磯
貝
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
高
知
県
人
事
委
員
会
規

則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
第
五
号
中
「
給
料
月
額
が
職
務
の
級
の
」
の
下
に
「
最
高
の
号
給
又
は
」
を
加
え

る
。
”

す
る
。別

表
第
三
十
二
行
政
職
給
料
表
の
項
中
「
［
目
図
四
］
」
を
「
［
同
倒
団
］
」
に
改
め
、
同
表

高
等
学
校
等
教
育
職
給
料
表
の
項
中
「
［
目
目
四
］
」
を
「
［
同
国
回
］
」
に
改
め
、
同
表
医
療

職
給
料
豪
Ｈ
の
項
中
「
［
同
川
脚
］
」
を
「
［
月
間
側
］
」
に
改
め
、
同
表
医
療
礎
給
料
表
口
の

項
中
「
［
目
閏
四
］
」
を
「
［
目
凶
叫
］
」
に
改
め
、
同
表
医
療
磯
給
料
表
白
の
項
中

「
［
Ｈ
旧
圃
］
」
を
「
［
月
間
四
］
」
に
改
め
る
。

職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

富



弓

嘗
●

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の

規
定
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

第
六
条
の
二
第
二
号
の
表
中
「
二
六
、
七
○
○
円
」
を
「
二
七
、
一
一
○
○
円
」
に
、
「
二
八
、
八
０

０
円
」
を
．
一
九
、
六
０
０
円
」
に
、

う
に
改
正
す
る
。

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
九
年
十
二
月
二
十
四
日

高
知
県
人
事
委
員
会
委
員
長
上
谷
定
生

高
知
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
号

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

通
勤
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
高
知
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

奇

富

を

附
則

ｰ ｰ

に
改
め
る
。

五
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

三
○

八

８
円

六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上

六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
六
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

未
満 雷季

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
脚
℃
士
ハ
十
キ
ロ
メ
Ｉ
ト
ル

三
六

、

八

８
円

三
四
、
四
○
○
円

一
一
一
一
一
、

；



高
知
県
人
事
委
員
会
委
員
長
上
谷
定
生

高
知
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三
十
二
号

最
高
号
給
等
を
受
け
る
職
員
の
給
料
の
切
替
え
等
に
関
す
る
規
則

、 ●

第
二
条
前
条
の
規
定
に
よ
り
切
替
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
を
決
定
さ
れ
る
稜
員
に
対
す
る

切
替
日
以
後
に
お
け
る
最
初
の
昇
給
規
定
（
騒
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
高
知
県

条
例
第
三
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
た
だ
し
書
、
公
立
学
校
騒
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
た
だ
し
書
又
は
警
察
駿
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和

二
十
九
年
高
知
県
条
例
第
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
を
い
う
。
）

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
切
替
日
の
前
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
を
受
け
て
い
た
期

間
（
人
事
委
員
会
の
定
め
る
唆
員
に
あ
っ
て
は
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
期
間
○
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
「
経
過
期
間
」
と
い
う
。
）
を
そ
の
者
の
切
替
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
を
受
け
る
期

間
に
通
算
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
九
年
一
月
一
日
に
お
い
て
六
十
歳
に
達
し
て
い
な
い
磯
員
及
び
蔵

員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
高
知
県
人
事
委
員
会
規
則

第
七
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
で
、
切
替
日
に
お
け
る
号
給
が
職
務
の
級

の
最
高
の
号
給
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
経
過
期
間
の
う
ち
十
八
月
を
超
え
る
期
間
、

切
替
日
に
お
け
る
号
給
が
職
務
の
級
の
最
高
の
号
給
の
一
号
絵
下
位
の
号
給
と
な
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
者
の
経
過
期
間
の
う
ち
十
二
月
を
超
え
る
期
間
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
特
定
の
最
高
号
給
等
職
員
の
切
替
え
等
）

第
三
条
最
高
号
給
等
駿
員
の
う
ち
第
一
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
い
職
員
の
切
替
日
に
お
け
る
号

給
又
は
給
料
月
額
及
び
こ
れ
ら
を
受
け
る
期
間
に
通
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
人

事
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
一
条
駿
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
甑
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
九
年
高
知
県
条
例
第
四
十
六

号
）
附
則
第
三
項
、
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
九
年

高
知
県
条
例
第
四
十
九
号
）
附
則
第
三
項
又
は
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
平
成
九
年
高
知
県
条
例
第
五
十
号
）
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
鞍
員
（
以
下
「
最
高
号
給

等
駿
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
平
成
九
年
四
月
一
日
（
以
下
「
切
替
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
に
お

け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
（
公
立
学
校
駿
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
高
知
県
条
例

第
三
十
七
号
）
別
表
第
一
の
備
考
二
又
は
別
表
第
二
の
備
考
一
一
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
穏
員
に
あ
っ

て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
塙
合
の
給
料
月
額
○
以
下
同
じ
。
）
が
別
袈
の

ァ
か
ら
ヶ
ま
で
の
表
（
以
下
「
切
替
表
」
と
い
う
。
）
の
旧
号
給
等
欄
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
駿
員

（
喧
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及
び
磯
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
八
年
高
知
県
条
例
第
四
十
七
号
）
附
則
第
十
三
項
か
ら
第
二
十
項
ま
で
、

公
立
学
校
騒
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
甑
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
八
年
高
知
県
条
例
第
四
十

九
号
）
附
則
第
十
三
項
又
は
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
甑
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
八

年
高
知
県
条
例
第
五
十
号
）
附
則
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
唆
務
の
級
の
切
替
え
等
が
行
わ
れ
た
駿
員

を
除
く
。
）
の
切
替
日
に
お
け
る
号
給
又
は
給
料
月
額
は
、
そ
の
者
の
切
替
日
の
前
日
に
お
け
る
号

給
又
は
給
料
月
額
に
対
応
す
る
切
替
表
の
新
号
給
等
閥
に
定
め
る
号
給
又
は
給
料
月
額
と
す
る
。

富

附
則

こ
の
摺
節
麺
は
、

最
高
号
給
等
を
受
け
る
職
員
の
給
料
の
切
替
え
等
に
関
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
九
年
十
二
月
二
十
四
日

（
期
認
間
の
蒲
菅
乙

（
号
鰐
等
の
切
壷
替
え
）

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



､ ●

別表最高号給顎鼠員の号給等の切替表（第１条関係）

アゲ詞蝿M豊料表の適用を受ける職員

●

オ医厩勤合料表(2)の適用を受ける段員

富

蕊 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

号
給
又
は
給
料
月
額

旧号給等

23号絵

円

知
知
知
知
知

０
０
Ｂ
、
■

郷
班
郷
却
醜

新号給等

23号給

円

、
”
郷
鋤
畑

、
９
，
９
ｐ

”
却
却
麺
認

旧号給等

28号絵

円

卿
如
仰
剛
如

６
０
０
０
凸

如
池
麺
躯
如

新号給等

28号絵

円

311,400

3130500

315.600

317,700

319.800

旧号給等

30号絵

円

、
姻
如
如
剛

０
６
０
０
９

ｍ
鋼
郵
知
識

新号給等

30号絵

Iol

知
伽
、
知
如

０
０
０
０
■

鋼
郵
郵
麺
翠

旧号給等

27号絵

IⅢ

伽
”
”
皿
如

０
０
●
０
，

獅
獅
皿
姻
”

新号給等

27号絵

円

姻
姻
噸
如
剛

鯛
Ⅲ
隅
砺
的

３
４
４
４
４

旧号給等

23号絵

円

咽
即
如
皿
伽

０
０
０
６
け

錘
細
挫
蝿
蝿

新号給等

23号絵

円

卿
酬
剛
姻
噸

０
８
Ｏ
Ｏ
■

細
釦
挫
蝿
狸

旧号給等

円
噸
如
剛
皿
如

鐸
姉
細
蝿
姉
御

新号給等

20号給

円

伽
姻
、
剛
剛

０
０
０
０
０

獅
伽
妬
畑
”

職
の １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級

号
給
又
は
給
料
月
額

旧号給等

16号給

Ⅲ

如
姻
咽
即
如

卯
蛇
弧
鮪
師

１
１
１
１
１

新号給等

16号絵

円

蜘
知
、
畑
如

乾
例
弱
切
弱

１
１
１
１
１

旧号給等

19号給

円

即
如
即
皿
知

０
０
け
り
■

獅
却
麺
認
承

新号給等

19号給

250。

円
剛

“
皿
”
”

麺
認
翫
麺

旧号給等

32号給

円

”
師
卿
如
“

０
６
６
０
由

錨
通
知
麺
郵

新号給等

32号絵

円

”
”
姻
鋤
”

９
ｐ
ｐ
、
Ｏ

麺
類
郵
鎚
恋

旧号給等

28号給

円

剛
血
細
鋤
”

０
０
０
，
Ｏ

認
知
畑
鋤
知

新号給等

28号絵

円

知
瓢
姻
畑
畑

、
０
０
ｐ
Ｏ

姉
畑
劉
噸
錨

１日号給等

26号給

円

、
知
姻
、
叩

、
０
０
Ｏ
自

狸
銃
郷
仙
姻

新号給等

26号給

円

畑
知
姻
、
知

“
”
㈹
鯛
砺

３
３
４
４
４

旧号給等

24号絵

円

如
蜘
知
、
価

９
２
６
０
３

偲
鯛
“
剥
製

新号給等

24号絵

PＩ

知
、
畑
如
靭

可
Ｏ
Ｂ
●
■

“
極
細
“
噸

旧号給等

22号絵

円

440C000

443,700

447,400

451,100

4540800

新号給等

22号絵

円

剛
叩
池
畑
畑

、
０
０
８
９

唖
郷
蝿
蝿
獅

旧号給等

21号絵

円

、
即
即
姻
狐

●
９
０
０
０

頬
細
畑
姉
姻

新号給等

21号絵

円

細
瓢
”
”
即

，
０
０
Ｄ
■

獅
伽
姉
畑
蝿
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夕!

の適用を受ける駁員ク

陵
の １級 ２級 ３級 ４級

号
給
又
は
給
料
月
額

旧号給等

円
鋤
“
抑
“
郷

鐸
麺
廼
鍾
惣
麹

新号給等

33号給

円

蜘
蜘
叩
蜘
靭

鈎
濁
訂
濁
訓

３
３
３
３
３

旧号給等

36号絵

円

453,500

456,100

458,700

461,300

4630900

新号給等

36号絵

円

”
”
姻
唖
鋤

弱
銘
刷
“
髄

４
４
４
４
４

旧号給等

26号絵

円

卿
叩
迦
蜘
叩

け
、
，
０
０

緬
唖
抑
蝿
獅

新号給等

26号給

円

488,800

491,800

4別0800

497.800

500.800

旧号給等

15号絵

円

514,700

5180800

5220900

527.000

531,100

新号給等

15号給

円

517,700

521,800

525,900

530,000

534,100

蕊 １級 ２鰻 ３綴 ４級

号
給
又
は
給
料
月
額

旧号給等

40号袷

円

370,400

372,600

374,800

377.000

379,200

新号給等

40号絵

ITI

伽
”
皿
噸
如

，
０
０
０
６

麺
銅
姉
如
郵

旧号給等

円
咽
卿
咽
、
噸

》
畑
“
細
緬
細

０
０
、
■
０

新号給等

33号絵

円

畑
畑
噸
池
畑

０
？
、
、
日

如
噸
姉
畑
鯉

旧号給等

23号給

円

5190900

524.100

5280300

532.500

536,700

新号給等

円
瓢
皿
如
知
、

塞
廼
惣
鋤
錨
顕

旧号給等

15号絵

円

5430000

547,600

5520200

5560800

5610400

新号給等

15号給

546,

円

000

》
》
》
》


